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平成18年10月10日（火曜日）

午前10時０分開会

会議に付した案件

○協議事項

１．次回委員会について

２．その他

○意見交換会

ＮＰＯ法人大淀川流域ネットワーク

活動状況等について

出席委員（12人）

委 員 長 濵 砂 守

副 委 員 長 太 田 清 海

委 員 植 野 守

委 員 坂 口 博 美

委 員 井 本 英 雄

委 員 蓬 原 正 三

委 員 黒 木 覚 市

委 員 湯 浅 一 弘

委 員 中 野 明

委 員 押 川 修一郎

委 員 満 行 潤 一

委 員 新 見 昌 安

欠席委員（１人）

委 員 米 良 政 美

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

ＮＰＯ法人大淀川流域ネットワーク

代表理事（総括） 杉 尾 哲

理事（事 務 局 長 ） 田 水 達 之

理事（調査部会長） 大 西 正 國

理事（広報部会長） 小 薗 勇

理事（ｲﾍﾞﾝﾄ部会長） 池 辺 美 紀

理事（教育部会長） 中 武 俊 一

事 務 局 員 早 瀬 盟 子

事務局職員出席者

政策調査課主査 鬼 川 真 治

議 事 課 主 幹 亀 澤 保 彦（議事担当）

ただいまから河川環境対策特別○濵砂委員長

委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に日程案をお配りしております。

本日は、まず、次回委員会等について協議を

お願いし、その後、ＮＰＯ法人大淀川流域ネッ

トワークにおいでをいただき、日ごろの活動状

況や、また活動を通して感じておられることな

どについていろいろとお話を伺った後に、意見

交換をしていただくよう準備をいたしておりま

す。

同ネットワークは、宮崎大学工学部教授の杉

尾哲氏を代表理事に精力的に活動を行っている

団体であり、活動を通しての忌憚のない意見や

提案が伺えるものと期待しております。

このように取り進めてよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定をい○濵砂委員長

たします。

それでは、早速協議に入りたいと思います。

まず、協議事項（１ 「次回委員会について」）

であります。前回の委員会におきまして、私の

方から、九州電力との協議の場について提案を

させていただき、皆様方の御了解をいただいた

ところであります そこで 11月８日水曜日 10。 、 、

時からでありますが、当委員会室において九州
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電力との意見交換会を計画いたしました。企業

側から見た濁水についての現況と課題、また今

後の対策等について説明をいただき、その後、

皆様と意見交換を行っていただきたいと存じま

す。このように取り進めたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように準備をい○濵砂委員長

たしたいと存じます。

委員の皆様におかれましては、御多忙とは存

じますが、ぜひ御出席をいただきますようよろ

しくお願い申し上げます。

それでは 「その他」で委員の皆様から何かご、

ざいませんか。

意見がないようでありますから、大淀川流域

ネットワークとの意見交換会に移りたいと存じ

ます。

入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時２分休憩

午前10時４分再開

休憩前に引き続き会議を開きま○濵砂委員長

す。

初めに、一言ごあいさつを申し上げます。

本日は、皆様方におかれましては、大変お忙

しいところ、私どもの委員会に御出席をいただ

きまして、心から御礼を申し上げます。

私は、河川環境対策特別委員会の委員長を務

めております、西都市・西米良村選出の濵砂守

。 。と申します どうぞよろしくお願いいたします

当委員会は、水質・濁水問題など河川の環境

対策に関する調査を行うことを目的として設置

をされました。河川の環境整備、長期濁水、水

質汚濁など幅広い観点からさまざまな調査活動

を行っておるところであります。

本日は、皆様の活動を通しての忌憚のない御

意見をお聞かせいただき、意見交換をさせてい

ただきたいと存じますので、御協力賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。

それでは、私どもの委員会の委員を紹介させ

ていただきます。

最初に、私の隣でありますが、延岡市選出の

太田清海副委員長でございます。

続きまして、皆様から見て左側からでござい

。 。ます 東臼杵郡選出の植野守委員でございます

児湯郡選出の坂口博美委員でございます。

北諸県郡選出の蓬原正三委員でございます。

延岡市選出の湯浅一弘委員でございます。

東諸県郡選出の中野 明委員でございます。

西都市・西米良村選出の押川修一郎委員でご

ざいます。

、 、続きまして 皆様から見て右側でありますが

延岡市選出の井本英雄委員でございます。

都城市選出の満行潤一委員でございます。

宮崎市選出の新見昌安委員でございます。

なお、東臼杵郡選出の米良政美委員が、当委

員会の委員となっておりますが、本日は所用が

ございまして欠席をいたしております。

また、日向市選出の黒木覚市委員が、所用が

ございまして一時席を外しておりますので、御

理解を賜りたいと存じます。

次に、書記の紹介をいたします。正書記の鬼

川真治主査でございます。

副書記の亀澤保彦主幹でございます。

それでは、大淀川流域ネットワークの杉尾代

表理事に一言ごあいさつをいただきたいと存じ

ます。よろしくお願いいたします。

大淀川流域ネットワーク代表○杉尾代表理事

理事をしております、杉尾でございます。

この後、田水の方から出席者の紹介をさせて
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いただきますので、私はこの場が一番最初の発

言の機会だろうと思いますので 大淀川流域ネッ、

トワークがどういうことをやっているか、どう

いういきさつで発足したのかということを御紹

介させていただきたいと思います。

皆さん方 「大淀川サミット」というのが開催、

されているのは御存じだろうと思いますが、平

成14年に第10回大会が開催されたときに、流域

の住民はどんな活動をしているのかという話が

ございまして、それをきっかけに、16年の１月

に任意法人の「大淀川流域ネットワーク」とい

うのを結成して、そのとき既に着々とＮＰＯ法

人の認証手続をしておりまして、３月末に認証

いただいた団体でございます 現在 会員数が196。 、

名、団体の会員数が15団体という活動でござい

ます。

そもそもは 「大淀川サミット」というのでお、

わかりいただけると思いますが、母なる川・大

淀川の水質あるいは環境がなかなかよくならな

いのを、どうやって住民の力で向上させていく

かということが会の目的でございまして、流域

住民の情報交換、川の文化の振興を中心にいろ

いろと活動しているところでございます。

個人ごとですが、私、大淀小学校、大淀中学

校の出身でございます。いわば子供のころ川で

いろいろと体験活動をしたというのが こういっ、

た活動のベースになっております。やはり地域

の皆さん方にいかに川に親しんでいただけるか

ということが一番大切なところではないかと考

えております。後で御紹介いたしますが 「ごみ、

マップ」を流域全体でつくりましたところ、惨

たんたる状況です。まさに流域の住民が、大淀

川をちゃんと正視して、大淀川と一緒になって

生活を営んでいるという状況には必ずしもない

のが現状だと思いますので、そういったところ

を少しでも改善していきたいということで活動

しているところでございます。

以下、田水の方から出席者を紹介させていた

だきます。よろしくお願いします。

ありがとうございました。○濵砂委員長

それでは、次に、田水事務局長に御出席の皆

様の御紹介をお願いいたします。

おはようございます。田水で○田水事務局長

ございます。現在、大淀川流域ネットワークの

事務局長を仰せつかっております。かつて河川

、 、課長をしておりましたので 一部の先生方には

本当に久しぶりでございます。

それでは、概要説明してくれる担当を御紹介

いたします。

調査部会の大西正國でございます。

教育部会の中武俊一でございます。

広報部会の小薗勇でございます。

イベント部会の池辺美紀でございます。

事務局の早瀬盟子でございます。

よろしくお願いします。

それでは、早速でありますが、○濵砂委員長

大西調査部会長の方から御説明をお願いしたい

と思います。

、○大西調査部会長 調査部会長を務めています

国富町出身の大西といいます。よろしくお願い

します。

さっき杉尾先生が言われたように、2004年４

月初めに発足したＮＰＯが最初にやった仕事が

「ごみマップ」なんです。その中で本当にびっ

くりしたのが、大淀川沿いのごみの多いことで

す。そこで、いろんな事業を計画しましてやっ

たのが、お手元に冊子があると思いますが 「身、

近な水環境の全国一斉調査」です。その中で、

１ページの初めにありますように、1980年代に

多摩川、荒川、琵琶湖、霞ヶ浦の流域など各地
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で非常に汚濁が進みまして調査が始まったわけ

です。ところが、やっているうちに、まとまり

がないといいますか全国的な調査の基準がない

ということで、一昨年から始まったのが全国一

斉水質調査です。

調査の手法は、だれでもやれる簡単なＣＯＤ

パックテストを使って全国で始めたわけで

す。2004年には2,500カ所、約500団体、それか

ら昨年、ことしが約1,000団体、１万カ所ほどで

実施され、えらい勢いで調査箇所も参加する人

。 、間もふえております なぜなのかといいますと

、 、それだけ周囲の環境 水環境が悪くなりまして

非常に興味のある人が多かったということがわ

かってまいりました。

調査の日は、６月５日が「世界環境デー」な

ものですから、その日に合わせてやろうという

ことで実施しております。

ところが、そのころは端境期でもあり、また

水の多い時期で、ばらつきがある場合もあるん

ですけれども、宮崎におきましては、２年、３

年やった中で、会員以外の地元の方の参加も多

く、非常にわきあいあいのうちに楽しくやった

なということで、ますますこれから参加者がふ

えていくんではないかと予測できます。

それで、活動概要というこちらの冊子を見て

もらいたいんですが、２ページの左上にパック

テストというのがありますけれども、わずか５

分ほどではかれる測定方法です。ほかにもまだ

いろんなものが後ろに載っております。６ペー

、 、 、ジに ＣＯＤ以外にｐＨ アンモニウム態窒素

亜硝酸態窒素、硝酸態窒素、リン酸態リンの６

部門についてはかった結果が載っております。

これは値が小さい方が水がいいということにな

ります。大きくなりますと水が悪いということ

になっております。前の表に３年間の結果が出

ておりますけれども、これを見ますと、どちら

かというと上流域がいい結果が出ていないよう

です。ごらんのように、都城盆地、小林市は面

積が広いものですから、そこに一遍にどんと家

庭排水、また畜産排水いろんなものが集まるも

のですから、自然に悪くなるということがわか

。 、ります それから下りますとダムがありまして

そこにごみがたまっている状態で、いつも川が

。 。汚れております そういうものが見えてきます

対策をどうすればいいのかということになり

ますけれども、こういう事業を行いながら人の

数をふやしていく、関心を持たせる、それが我

々の務めだろうと考えております。みんな一生

懸命やっておりますが、ことしは100人以上の一

般の方に参加してもらってやりました。来年は

もっとふやすように努力しますので、ぜひ皆さ

んの協力を得たいと思っております。

２ページにあるように、新聞にも載せてもら

いました。子供たちも参加してくれて、非常に

好評のうちに終わりました。

２番目に、これはまだ資料は渡していないと

思うんですけれども、昨年、県の環境森林部環

境管理課の仕事として、水辺の調査、だれにも

できる五感を使った県独自の楽しい指標をつく

りまして、それをもとにことしは指導者養成を

やりました。それが２ページの下に書いてあり

ますが、会場は都城、国富、延岡の３カ所でや

りまして、全部で109人の受講者が楽しく受講さ

れて、非常に好評だったと思います。この人た

ちが指導者として活動してほしいと思っており

ます。保健所に機材器具申し込み等があるもの

ですから、そこから発信して県内を同じ指標で

やっていこうということになっております。こ

れは本当に好評で、あちこちから申し込みがあ

るようです。
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このやり方としては、まず、自然の音を聞い

てみようということで、約２分音の世界という

ものを感じる。それで１～４の点数をつけまし

て、１点が悪い方、４点がいい方というふうに

チャートをつくって表示をしております。

２番目に、自然の風景を見てみよう。点数が

いいのは、皆さんも御存じのように自然が豊か

であるということが基本です。水もきれいでな

くちゃいかん。しかし、一番怖いのがごみだと

思います。ごみの多いのを最悪とするというこ

とで１点としております。

それから水の透明度。1.3メートル見える透視

度計を我々でつくりまして、それを使ってやっ

ておりますが、上流域のわき水は10メートル下

でも見えるんですけれども、下流域に行きます

と50センチでも見えない川が非常に多いという

ことです。

次は、水のにおいです。瓶に半分ほど水を入

れて混ぜてにおいをかぎます。なかなか最初の

うちは感じないんですが、２度、３度やってな

れてきますと水のにおいというのは本当によく

。 。わかります これは使えるなと考えております

あとパックテスト、これはさっき言った全国

一斉水質調査と一緒で、色見表というのがあり

まして、５つの標準色に合わせて５分間で見て

いくというＣＯＤテストをやっております。こ

れはだれでもできる簡単な方法で、化学的な調

査方法の一つだと思います。

子供が喜ぶのが水生生物調査です。これは水

の中に入りますので子供が非常に喜びます。し

かしここには難点がありまして、安全というも

のを重視しなければなりませんので、そこは杉

尾先生以下みんないろんな資格を持ってやって

おります。

調査部会のまとめとして、今申しましたいろ

んな調査をした後会議を開きまして、みんなで

どうすればいいのかということをいつもけんけ

んがくがくやっております。ＮＰＯができて３

年目ですが、今の段階では大した結果は出てい

ないんですけれども、ただ、それにかかわる人

間、子供たち、また大人たち、じいちゃん、ば

あちゃんの参加者がかなりふえてきた。ここに

何か将来が見えるかなと思っております。

以上で調査部会を終わります。どうもありが

とうございました。

ありがとうございました。○濵砂委員長

それでは、次に、中武教育部会長に御説明を

お願いいたします。

それでは、教育部会から報○中武教育部会長

告を申し上げます。

大淀川流域ネットワークはできてまだ３年と

、 。いうことで 非常に日が浅いと考えております

こういう活動はかなりの期間継続的に行わない

、と効果が出てこないんではないかというふうに

我々は覚悟をしているわけであります。

教育部会の最初の任務としましては、活動概

要の９ページに教育部会のことを書いておりま

、 。 「 」すが 人材育成をやろうと 一口に 河川環境

と言いますけれども、いろんな側面があるとい

うことで、その一つ一つを学習して、全体とし

て「河川環境とは何か」という理解を深めよう

じゃないかということで、環境大学というのを

開設いたしまして、平成16年、17年の２カ年に

わたって講義及び実習を行いました。

講座内容としては そもそも大淀川はどうやっ、

てできたのかということから始まりまして、歴

、 、 、史 地誌 森と川のつながりは何かということ

水辺の植物・動物等、中でも大淀川の水質をき

ちっと測定して結果を出せる人をできるだけた

くさんつくろうということが大きな目標の一つ
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でしたので、水質には特に力を入れました。

水質と関連しまして、次に、先ほど調査部会

からもありましたけれども 「水辺環境指標」を、

県の環境管理課が作成いたしました。このとき

に大淀川流域ネットワークもお手伝いをしてお

ります。県から委託を受けまして、この環境指

標の普及活動を、延岡、都城、国富、宮崎で都

合６回講習をやりまして、約100人の人に集まっ

ていただきました。

、 、それと 教育部会のもう一つの大きな役割は

大淀川の水質のデータを集積して問題提起をす

るということでございます。

次の10ページをごらんください。大淀川の汚

濁の大きな原因は家庭排水と畜産排水というこ

とは、皆さんよく御存じだと思うんですが、こ

の表にありますのは、畜産がどのくらいの負荷

を出しているかということを試算している表で

す。一番上の表を見ますと、牛が16万2,000頭、

豚が41万5,000頭です。これは農林水産省のホー

ムページを見ますと全部出てまいります。

そして、この頭数をＢＯＤ負荷に換算いたし

ますと、次の表になるんですが、発生負荷量と

いうのがありまして、ＢＯＤ負荷の人口換算を

しています。これはどうやるかといいますと、

牛のＢＯＤは１頭当たり640グラム、豚は200グ

ラムです。それを家庭排水、人間に換算します

と１人58グラムということですから、牛が179万

人分、豚が143万人分、合計約322万人分の負荷

量があるということです。大淀川上流には約322

万人住んでいると解釈していただけばいいと思

います。県の畜産課のお話では、そのうち９割

をカットしているということです。ですから、

１割は何らかの形で河川の流域に出ています。

１割というと約32万人分が川の流域に出ている

という計算になります。

一方、家庭排水の方ですけれども、３番目の

表を見ていただきますと、流域人口は56万人で

す。宮崎市が33万人、差し引き23万人が上流に

住んでおられる。平成22年までに下水道と合併

浄化槽で約55％は処理しますよという話になっ

ていますので、処理人口は12万6,000人ぐらい、

未処理が10万人ぐらいです。そうしますと、畜

産で32万人分 未処理で10万人分 下水道をやっ、 、

ても１割は出てまいりますので、それを加えま

すと11万6,000人分が家庭から出ている汚濁量と

いうことになります。

下水道と合併浄化槽は、今後普及率が徐々に

ではありますが拡大していくと思います。問題

は 畜産は９割カットしているということになっ、

ていますけれども、どうもそこまで行っていな

いんじゃないかということが方々で言われてい

ます。調査部会の大西さんは夜に河川に行かれ

ることがあるんですけれども、夜になったら非

常ににおいがきついと ということは 夜になっ。 、

たら排出されているんじゃないかという疑念が

あります。問題は、畜産排水の処理をいかに適

切に行うかということが、大淀川の水質に直接

。かかわってくるんじゃないかと考えております

以上で教育部会の報告といたします。

ありがとうございました。○濵砂委員長

次に、小薗広報部会長さんに御説明をお願い

いたします。

小林市に住んでおります、○小薗広報部会長

広報部会長の小薗と申します。

小林市は、水源地といいますか湧水地の多い

ところで、非常に水がきれいなことで有名なん

ですが、残念ながら、小林市を一歩出ますと、

岩瀬ダムというのがありまして、このダムの水

が非常に汚いということで 小林市の恥だと思っ、

ております。
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広報部会といたしましては、お手元に広報誌

が第１号から９号まであると思うんですが、そ

。れぞれの部会で行った事業を紹介しております

もう一つは、流域ネットワークという名前と同

じように、住民の方々の御意見あるいは活動等

を載せていくようにしております。

約２万部印刷しまして、県内の大淀川流域に

配っておるんですが、配布の方法がなかなかう

まくいきませんで、宮崎市の行政の方が協力し

ていただけないということで、配布に困ってお

ります。都城は自治公民館の皆様が協力いただ

きまして配っております。小林市は 「宮崎市が、

だめだから小林市もだめだ」というようなこと

で、小林市も役所の方からの配布というのは無

理でございます。ただ、町になりますと、それ

ぞれ非常に協力いただいて、進んで配布しても

らっております。広報としてはそこが一番困っ

ているところでございます。何しろＮＰＯです

のでそうお金がありませんので、できればその

辺が改善できたらいいと思っております。

広報部会としましては、広報誌をもって報告

といたします。

ありがとうございました。○濵砂委員長

次に、池辺イベント部会長さんに御説明をお

願いいたします。

イベント部会長をして○池辺イベント部会長

おります池辺と申します。よろしくお願いしま

す。

私どもの部会は、どちらかといえばヘッドワ

ークよりもフットワークで、体を使ってやる部

会でございます。イベント部会の方では、川で

の直接的な体験と川を大切にする心をはぐくむ

ことを、イベントを通じて培っているところで

ございます。

資料の12ページをごらんください。ことし第

２回目になります 「おおよど「川」のワーク、

ショップ」を開催いたしました。ワークショッ

プというのは、自分たちのやっている活動の報

告、発表会というふうに考えていただきたいと

思います。その中でいろんな発表をしていただ

きまして、参加者の選好投票 これは「考」

という字と間違っているわけじゃなくて、聞い

ている人たちに好みを投票してもらって選考し

た結果、今回は宮崎市立小松台小学校の生徒さ

んが最優秀賞を受けました。地域での取り組み

が非常にうまくいって、川をしっかり見ている

なということを感じました。

続きまして、川の指導者養成講習会を開催い

たしました。こちらの方は、川の体験活動の基

礎的知識を習得してもらったり、水難救助の基

本的なことを学ぶ講習会となっております。国

土交通省の宮崎河川国道事務所との協力により

まして資格取得の活動をいたしました。

続きまして 「子ども自然体験合宿“おおよど、

川の学校 」を開催いたしました。国富町の法華”

嶽公園で７月28～30日に合宿を開催いたしまし

、 、 、 、 、て 写真のとおり 川流れ 川遊び 自然観察

昆虫採集などをして、子供たちが川の環境に親

しんですごくいい時間を過ごして 思い出になっ、

たというようなことです。

続きまして、プロジェクトＷＥＴの指導者講

習会を開催いたしました。このプロジェクトＷ

ＥＴというのは、小学校の総合学習でも使われ

るようなプログラムでありまして、水に関する

いろんな知識を習得できるというものです。８

月９日に都城の方で行っております。学校の先

生や県の方も来ておられましたし、いろんな教

育関係者が講習を受けていただきました。

続きまして 「おおよど「川」遊び」を開催い、

たしました。こちらの方は 「大淀川流域ネット、
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ワーク」の広報誌の９番の表紙にもなっており

。「 」 、ます 親子で楽しむ川の自然体験 をテーマに

川の楽しさを一日実感できるようなイベントを

計画しました。

そのほか、９番の広報誌の裏表紙になります

けれども 「大淀川子ども教室」を毎週１回、上、

流域と下流域と年間を通して50回以上やってお

ります。内容はここにあるとおりなんですが、

カヌー教室や川遊び、安全教室、水質調査、水

辺の環境調査等を年間を通して子供たちに伝え

ております。

私どもの思いとしては、大淀川のどこでも子

供たちが遊んでいるような河川環境をつくりた

いと思ってイベントをやっております。

ありがとうございました。○濵砂委員長

御説明が終わりました。

これより意見交換に移りたいと思います。御

意見、御質疑がございましたら、委員の皆様、

出していただきたいと存じます。

資料の５ページの調査で、庄内川○坂口委員

の庄内橋はｐＨ４という数字が出ているんです

けど、こんなことってあるんですか。

これは、例えば流れるごみ○大西調査部会長

の量はこれだけだと、水で希釈されるものです

から、水の多い少ないで数値が多くなったり少

なくなったりするときもあります。春夏秋冬年

間を通じて平均しますと、おのずからまともな

ＣＯＤが出てくるんじゃないかと思います。

、○坂口委員 単位当たりの量ということだから

理屈はわかるんですけど、実際、ｐＨ４なんて

いったら、これはかなり深刻な数字ですね。

ｐＨ４というのは、普通はあ○杉尾代表理事

り得ないと思います。これは皆様方が簡易の測

定方法で測定された値をそのまま集計しており

ますので、こういうふうな値になっているとい

うことですが、ｐＨの測定といいましても、容

器の先の方を子供さんたちがさわったりとか、

そういったことで当然異常値というのは出てく

ると思います。その意味ではｐＨ４というのは

異常値だろうと思います。

上流域が悪いということですが、○蓬原委員

私も池辺さんのすぐ近くにおりまして、沖水川

の上流におりますから、かなりきれいなところ

にいるつもりなんです。今は大分よくなったか

。 、なと思います それと畜産基地でございまして

これで農業はもっているような状況でございま

す。下流域の皆さんに大変な迷惑もかけている

んだろうなと思っております。会員の方が196名

とおっしゃいましたが、この会員に入っておら

れる方の地域分布というのはどうなっているん

でしょうか。下流が多いのか上流が多いのか。

。○杉尾代表理事 大半は宮崎市の住民の方です

当然 都城盆地の方々も会員としてはいらっしゃ、

います。ただ、圧倒的に宮崎市の方が多い。や

はりそれだけ水に対する関心が下流の方が高い

んじゃないかと考えております。

そうでしょうね。そこが問題かな○蓬原委員

と。先ほど広報の部会長さんから、せっかくい

い広報誌をつくっておられるのに、行政を利用

して配布することがなかなかできないというこ

とで、上流域の皆さんに対しての意識の高揚と

いうこともかなり大事なことじゃないか。特に

池辺さんは一番上におりますので それで頑張っ、

ているわけですけれども、そうなったときに、

もうちょっと上流域の会員をふやす努力をして

いくことが必要じゃないのかなという気もする

んですけど、いわゆる会員増ということについ

てどういう取り組みをされているんですか。

先ほど教育部会の方からも話○杉尾代表理事

がございましたが 大淀川環境大学というのを16、
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年度、17年度開催させていただきました。これ

、 、 、は宮崎会場だけではなくて 小林会場 綾会場

そして都城会場で開催させていただきました。

、非常にたくさんの方がおいでになったんですが

それでもやはり限りがあるという状況です。

それから、皆様に関心を持ってもらう戦略の

一つとして今やっていることは、子供さんたち

を水辺で遊ばせるというのを大きな柱としてい

。 、ます 池辺さんにも御説明いただいたんですが

そのときに安全確保というのが非常に大きな要

点になります。そういったものを図るために、

安全の指導者の講習会を、16年度は宮崎会場

で、17年度は都城の方でやったところでござい

ますが、残念ながら余り都城の方はおいでいた

だけなかった。そういう意味では関心がまだま

だ高くないんだなということで、私どもの力が

まだまだ認めていただいていないんだなという

ことを反省しているところですが、広報活動と

いうのは一番大事な部分でございますので、こ

れからも進めていきたいというふうに考えてい

るところです。

畜産排水の話が出ました。特に豚○蓬原委員

なんですが、確かに、夜だけじゃなくて、大雨

が降ったときに水を流すということが、現実に

我々にもクレームとしてあるんです。そこあた

りの監視をどうしていくかということがあると

思うんです。例えば保健所に申し出る、調査に

行ったときには雨がやんで既にストップしてい

るから発見できなかったとか。夜か大雨のとき

だと思うので、そのあたりの監視体制をどうす

るのかということがあると思うんです。実際、

活動として監視まではやっておられないわけで

すよね。

それと亜硝酸性窒素、これも畜産排水に関す

ることで、これは都城盆地の地下水との関連で

始まった事業だと思うんですが、県が補助を出

して、都城市がこの事業に取り組んで３年ぐら

いになると思いますが、そのあたりと大淀川の

水質との関連というのは、一つのデータとして

出てきているものでしょうか。そのあたりにつ

いての交流というのはないんですか。

地下水との絡みについては、○杉尾代表理事

ＮＰＯ法人としてはまだ深めておりません。た

だ 「清流ルネッサンスⅡ」という国土交通省の、

事業がございますが、それでは地下水と河川と

の因果関係というのは数値的に出されておりま

す。

畜産廃棄物を雨の日に流す○小薗広報部会長

ということがよくあるんですけれども、わかっ

ていても地元の人間は言えないんですよね。生

活がかかっているし、生活の内容までわかるか

ら 「おまえのところ設備しろよ」と言えないん、

です。その辺は、地元じゃなくして県あたりで

何らか指導していただきたい。実際わかってい

、ても言えないというのが現状でございますので

御理解いただきたいと思います。

畜産排水については、今、○中武教育部会長

監視と言われましたけれども、監視だけでは抑

え切れないんじゃないか。基本的には処理施設

がないことが問題です。見てみますと、10頭と

か15頭、非常に小規模なところが多いんです。

そこに処理しなさいと言っても無理なんです。

ですから、各地域の組合を中心に何らかの処理

施設をつくっていただいて、そこに持っていく

。 、という方式じゃないと無理じゃないか それは

各市町村じゃなくて、県あたりが主導していた

だいてそっちの方向に進めていかないと、さっ

、 、きも出ましたけれども 生活に影響しますので

小さいところに無理してつくれというわけには

。いかないんじゃないかと我々は考えております
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摘発じゃなくて、現状を調○大西調査部会長

査するということでしょっちゅうぐるぐる回っ

ております。特に都城、小林の上流域について

どうなのかということで調査しておるんですけ

れども、実際回りますと、一般の畜産農家の人

は非常にいい人です。三股にこの前行きました

ところが、ほとんどの人が一生懸命やっておら

れる。畜産の完熟堆肥等をつくって、それを田

んぼ、畑にまいて循環して、非常にいい形態な

んです。ただ、わずかの人、ほんの一握りの人

が流すものですから、そのにおいで川から人が

逃げている現象があるのかなと。そうしますと

一般の家庭排水もおのずと浄化せずに垂れ流す

。 、状態もあるのかなというのがあります しかし

僕は決してあきらめていません。というのは、

一般の方々は非常に関心がありまして、我々が

行きますと非常に接待されます。そういう現象

がありますから、決して悪いばかりじゃない。

ただし、経済面の問題で、ＪＡを巻き込みなが

らタイアップしていって、水質調査に引き込ん

でやっていくと、おのずからみんなが興味を示

すだろうということで、調査部会としてはそう

いう部分を今後やっていく必要があると考えて

います。

あえて市町村の名前は伏せま○杉尾代表理事

すが、ある市町村の住民の方から、大淀川流域

ネットワークに相談に乗ってほしいというふう

にお電話がありました。私ども理事全員そろっ

てお話を聞きに行きました。いろいろとお話を

聞くと、市町村の方がある事業を進めるという

ことで、それに対して住民の方は非常に心配を

しておられると。まだ個人的な動きということ

でしたので 「そういった思いを地元の方々に、

知っていただくことが大切じゃないですか。お

話を住民の方にされるんでしたら、こういった

ポイントは非常に重要なので、こういったとこ

ろはちゃんとお話しされた方がいいですよ」と

いうことで帰ってきたところでございます。先

ほど教育部会長からも言いましたが、地元で、

地元の方を動かすというのは非常に苦労してお

られるんだなというのがわかりましたし、その

意味では、私ども大淀川流域ネットワークの役

割というのもそういったところにあるんじゃな

いかと考えているところです。

それでは、委員の皆さん、ほか○濵砂委員長

にございませんか。

。○湯浅委員 １つだけお尋ねしたいと思います

ＮＰＯ活動は、活動の幅を広げていくと財務的

な問題があると思うんです。外部からの寄附行

為といいますかそういうことはしているのか、

しているけどないのか。参考までにお聞きした

いと思います。

この会報の一番後ろに「会員○杉尾代表理事

募集」と書いてございますが、年会費として、

正会員は、個人でも団体でも１口1,000円をいた

だいております。それから、趣旨に賛同いただ

ける大口の賛助会員は１口5,000円の会費をいた

だけませんかということでやっているわけです

が、そのほかに寄附があるかと言われると、ほ

とんどありません。この196名の正会員に1,000

円を掛けてもとても活動費というものにはなら

ないというのもおわかりいただけるだろうと思

います。何で活動をやっているかというと、い

ろいろの補助金です。例えば河川環境管理財団

とか夢基金とか、いろいろなところが基金を募

集しております。そういった基金に応募させて

いただいて、採択された事業をやっているとこ

。 、 、 、ろです それから 今 河川課も来ていますが

河川課の方からも事業ということで助成金をい

ただいています。先ほどイベント部会の方で紹
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介をしました、13ページのプロジェクトＷＥＴ

の指導者養成講習会、その下のおおよど「川」

遊び、これは河川課からの事業ということでや

らせていただいています。先ほど大西調査部会

長の方から話がありました水環境指標、これは

昨年、環境管理課の方からの受託事業としてや

らせていただきました。そういった受託事業と

基金の申し込みで活動費を賄っているというの

が現状です。

私は長年農協に関係しておったも○湯浅委員

のですから、大西さんからＪＡとの関係という

ことがありましたが、そのとおりだと思うんで

す。それで、特に川上の方の小林市とか、山間

部は生計に占める畜産の比重が高いんです。私

は組合長をしているときから環境問題に関心が

あったんですが、川上が悪くて川下がいいと、

加害者と被害者の意識をお互いなくそうじゃな

いかという話をしたことがあるんです。これは

今はやりの言葉で言うと「共生」ということに

なるんでしょうか。皆さんたちが活動するとき

に 「川上の方が悪いんだ」という認識がどこか、

にありますと、融和というのが非常に難しいと

思うんです。共生というのはいい言葉だと思い

、 、 、ますが そこ辺をベースにして 農業者として

また団体としてやらなくてはいかん部門が実際

環境問題でふえているんですよね。窓口は農協

中央会になるんですか、それから経済連、単協

その辺との融和の精神で、被害者、加害者とい

う認識を一切抜いて。そういう話し合いの場と

いうのは、中央会なんかに１回相談して 単

協にぼんと入っても、なかなかそこ辺の意思疎

通ができないと思いますからね。そういうふう

にちょっと感じましたので、アドバイスになれ

ば幸いだなと思っております。

非常に大切なところだろうと○杉尾代表理事

思いますので、積極的な方向で検討させていた

。 。だきたいと思います ありがとうございました

私もＮＰＯに関わっているんです○満行委員

けど 経済的にかなり厳しくてですね どうやっ、 。

て経費を賄っていらっしゃるんですか。私も事

業を採択してもらって活動をしようかと思うん

、 、ですが なかなかうちは採択を受けられなくて

うらやましい限りです。広報誌までできている

ということなんですけれども。

ただ、皆さんが求めている大淀川の浄化とい

うことについては、川上、川下という話もあり

ましたけれども、私も都城に生まれ育っていま

す。調査ポイントに住んでいますけれども。畜

産基地で、それで川下の人に対してその点申し

わけないという気があるんですけれども、そう

は言っても、経済活動ということで、ここの方

々の農業の部分で制約するとコスト増というこ

とになると思うんです。意識的にはいかんかな

というのもあるのかもしれませんが、それ以上

に経済的なものが上に立つ。それをどうするか

といえば、啓発をして周りで固めていくしかな

いのかなと。私はたばこを吸っていましたが、

今たばこをやめています。禁煙運動、禁煙運動

でたばこを吸うところを限られたりいろいろさ

れると、もうたばこをやめる時代なのかなとい

う気がして やめて今半年になります そういっ、 。

た意味で、大淀川は川上も川下もみんなのもの

、 、だという意識でやらないと 上は捨てるところ

下は拾うところという感覚ではうまくいかんの

かなと思うんです。今後皆さん方が活動される

のに、どうやって大淀川を環境浄化していこう

と考えておられるのか、経済的な問題も含めて

お聞かせいただければありがたいと思います。

先ほど池辺理事からも話があ○杉尾代表理事

りました大淀川子ども教室、こういったものを
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来年度以降もぜひ続けていきたい。これは戦略

なんですが、私、もう還暦過ぎているんですけ

れども、子供のころは学校の体育の授業で鶴島

の市民遊泳場で川遊びをやっていたという世代

です。我々はほとんど同じ世代なんですが、こ

の世代は昔の川を知っていますので、川のあり

がたさ、大切さ、その貴重さというのはよく認

識しているところです。ところが、今、子供さ

んを抱えている親の世代はどうなっているかと

いうと、学校にプールができて 「川は危ないと、

ころなので、よい子は川に行って遊ばないよう

に」というふうに育てられた世代です。その子

供たちということになりますと、今、学校で環

境というものを習っています。総合学習でも環

境教育というのが一部のところで進められてい

る。それで、親に一生懸命話をしてものれんに

腕押しのところがあるのが現実ですので、今の

ところ子供さんたちに、川の大切さ、川ではこ

ういった遊びができるんだよということを教え

ようと、今全精力を傾けているところでありま

す。

だけど、それだけでは十分ではないと考えて

います。私、あと２年もすると退職して仕事が

なくなりますので、もう少しいろいろと活動で

きるのではないかと考えていて、親に対するい

ろいろの催し物を少し活発にできたらいいなと

いうふうには考えているところです。これは、

国土交通省の事業をいただいているんですが、

川の散策マップというのを今製作中です。どう

いったところでどういう楽しみ方ができるのか

ということを、今その下地としてやっていると

ころです。そういった下地で、川に出向いてい

ただくことをまず親御さんたちの世代に向かっ

て発信できたらいいと。やはり川に来ていただ

くと川の大切さというのはわかっていただける

のではないかということで、私自身としてはそ

ういった方向で活動していきたいと考えている

ところです。

ありがとうございました。○満行委員

私たちも小さいころは 学校にプールがなかっ、

たので、夏は、近くの川をせきとめて、ＰＴＡ

が加勢しながら学校の授業をやっていたことを

懐かしく思っています。それから都城は物すご

い勢いで環境が悪化をして、泳げるどころじゃ

なくて、魚もとれない、変形した魚しか上がっ

てこないという時代を迎えてくるんですが。

ただ、現状は、家畜排せつ物の規制が厳しく

なって、劇的に川上・川下関係がよくならない

といけないはずなんですけれども、お聞きする

限りでは変化がないと。これは何なのか、我々

としては調査をしていかないといけないと思い

ますし、汚濁については、たくさん雨が降った

ときだけ汚濁があるんじゃなくて、年じゅう汚

濁しているという状況等を考えると、川上が荒

れているのかなという気もするわけです。地道

にやっていかにゃいかんのかなと思います。今

。お聞きしました大淀川子ども教室といいですね

我々も、子供からリサイクルとか叱られて、嫌

々ながら分別を覚えてやらされているんですけ

ど、やっぱり子供の時代から変えないと仕方が

ないのかなという気がします。地道な活動です

けれども、ぜひ大淀川流域ネットワークの皆さ

んには今後とも頑張っていただきたいと思いま

す。

最後に、行政及び議会に対して、皆さん方の

活動で、これが非常にネックになっている、こ

れがなかったらもっとできるとか、行政にはこ

ういうことをもっと積極的にしていただきたい

という要望等があったらお聞かせいただきたい

と思います。
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今のお言葉を待ってたよう○中武教育部会長

な感じなんですけれども、ぜひとも行政に積極

的に動いていただいて、やはり処理施設を何ら

かの形でつくらないと解決は無理です。何軒か

まとめるという形で処理施設をつくるとか、あ

るいは、とっぴかもしれませんけれども、畜産

団地みたいなところに集約できるのは集約する

という形で、発生源で抑えないと将来にわたっ

て解決は難しいんじゃないか 「家畜排せつ物の。

管理の適正化及び利用の促進に関する法律」と

いうのがおととしの11月から施行されています

けれども、適正管理ですからどういうふうでも

解釈ができるわけです。たしかアスベストも廃

棄物処理法というのがあります。全く役に立っ

てなかったわけですが。では、行政とはどこか

といいますと、市町村といってもちょっと無理

ですね。やはり県の方に動いていただいて、い

ろんな援助あるいは指導の方策を打ち出してい

ただく。それに当たっての情報の提供は、私た

ちにできる部分があれば積極的にお手伝いはし

たいと思っています。そういうふうに考えてい

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

こちらの方は広報部会○池辺イベント部会長

の担当かもしれませんけれども、広報誌の配布

を流域全体でやりたいという思いはあるんです

けれども、なかなかうまくいっていないという

状況もあります。私が住んでいる三股町の方で

は公民館が中心になって配布しておりますけれ

ども、市町村が中心に配っていくような形が組

めればなというふうに思います。私ども、各市

町村長にお会いしてお話をすると 「ＮＰＯか」、

というような顔をされるんです。というのは、

都城の方でちょっと問題のあるＮＰＯもあった

りして、同じような目で見られるというのが、

私たちは余りいい気持ちはしないわけです。で

すから、ぜひ先生たちの方からも 「大淀川流域、

ネットワークという団体はちゃんとした団体な

んだ」ということをお伝え願えればなというふ

うに思うところでもあります。

それから、先ほど財政的な話が出ておりまし

たけれども、私どもは何の報酬ももらっており

ません。足代も出ない、ボランティアの活動を

している一個人であります。そういった意味で

は、イベントなんかを一生懸命やりたいけれど

も なかなか財政的なものがあるのでできなかっ、

たりということもありますので、そういった意

味では、ぜひともバックアップの方もお願いし

たいところでございます。

畜産の排せつ物は、大分やってい○井本委員

るのに効果が上がっていないというのは何かな

ということもあるんですが、私はダムも川を濁

しているんじゃないかという気もするんですけ

どね。その辺の調査というのはやってみたこと

はありますか。

我々が発足して３年目です○大西調査部会長

けど、ダムの調査までは行っておりません。例

えば33年に小野ダムができまして、大淀川、綾

南川、本庄川の色が変わってきた。また杉安に

行きますと、青っぽい水の色をしています。あ

れもダムの中の落ち葉とか泥が入ってそうなっ

てくるのかなと思います。水が出た後なかなか

。 、 、もとに戻らない また 岩瀬ダムに行きますと

完全にアオコの湖であって、これはとても泳げ

る川ではないということです。

今回水害があったんですけれども、ダムの中

に流木がかなり落ち込んでいまして、逆にあれ

が砂防堰堤の形で残って下の橋を流さなかった

んじゃないかと。先日ボートに乗りまして本庄

川の合流点、大淀川から丸島までずっと行った

んですが、相生橋の橋げたにこのような大きな
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杉が根つきでのってたわけです。それは上から

来たのかどうか知らんけれども。昭和33年ごろ

に拡大造林で、保安林を切りまして杉山ばかり

にしたものですから そのツケが土砂崩壊になっ、

てあらわれています。御存じのように特に県北

はひどいもので、そのような状況です。僕は思

いますけど、流木の表面の根は菌類で２～５年

で腐れると思います しかし 下にある直根は20。 、

年から40年、また100年かかって腐れていくと思

います。そうしますと、岩を割ってそれが腐れ

、 。ますと空隙ができて そこに水がたまり流れる

また、杉山ですから落ち葉がない、そこで保水

力がない。この前、82歳のじいちゃん連れて法

華嶽に行ったんですが、あっという間に2.5メー

ター水が上がりまして、あっという間に2.5メー

ター引いたんです。そのじいちゃんが 「今まで、

こういうことはない」ということを言われまし

た。結局森の形態というのが今後大きなものに

なるのかなと。ダムについては、現実にあるも

のですから、これをどうするこうするじゃなく

て、これが役目としては、水を汚す場合もある

だろうし、逆に砂防堰堤と考えればいい面もあ

るかなと思います。

大淀川流域ネットワークにおきましては、そ

こまで調査するゆとりも時間も今ございません

が、いい勉強になるかなと思って、今後また研

究していきたいと思いますので、よろしくお願

いします。

これを見ると、確かに排せつ物の○井本委員

感じもするけど、そういうダムの原因というこ

ともあり得るわけですから、これが原因だと決

めつけるのもまだちょっと早いんじゃないかと

いうことで申し上げたわけです。

そして、九電や漁業協同組合は、利水権ある

いは漁業権ということで自分の川だと、彼らは

そんな思いでやっておるわけです。自分の川だ

と言うなら、彼らにも協力をさせにゃいかんと

私は昔から思っているんです。魚釣るのに入漁

権とかなんとかいって金取るわけですからね。

「我々は、昔は金出さんで勝手にとりよったが

な、どうしてかな 「我々はアユを放流しより」、

」、 、ますから そう言って川を利用するんだったら

あの川をきれいにする義務も彼らにあると思う

んですよ。ダムが川を濁しているなら、やっぱ

り九電さんも川をきれいにする義務があるん

じゃないかという気がするんです。その辺との

協力関係というものもあってもいいんじゃない

、 。かという気がするんですが いかがでしょうか

実はこの前、国連の会議に○大西調査部会長

行ってきました。今、海洋ごみの問題が非常に

国際問題になっております。14号台風のごみは

どうなったのかということを考えていきますと

自然と結論が出ると思うんですが、ミンダナオ

島 ハワイ諸島に 都城市 宮崎市の名前の入っ、 、 、

。たペットボトルがずらっと並んでいるわけです

あらゆるごみは海洋に漂い、海の底に沈むのだ

ろうと思います。原因は何であるかとよく考え

れば、自分自身の問題だろうと思います。説得

するときに、畜産が悪いとか何が悪いとか言い

ますとだれもついてきません。今後、大淀川流

域ネットワークの調査部会としましては、自分

自身が悪いんだと 自分のごみはさてどこに行っ、

ているのか、それを説得する必要があると考え

ます。堤防に残ったごみというのは９割９分の

一部だろうと思います。水害のときのあの勢い

だったらほとんど海洋に流れていくわけです 40。

年代チェンソーで海岸の松の木などを切ってい

るんです。どんどんふえているのはペットボト

ルとビニールなんです。そういうものが出てき

たのは近ごろなんです。僕の小さいころは、舗
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装がなく、三面水路もなく、もちろん紙もむだ

、 。がなかったし ビニールも何もない時代でした

。幼少のころは神社の周りを毎日掃除をしました

。それからずっと60年ごみ拾いをしているんです

自分のごみがどこに行ったのかを各自が考える

ような広報活動が一番重要になるのかなと思い

ます。

そして畜産関係については、ＪＡとも協議し

ながら取り組みたいと思います。おもしろく、

おかしく、楽しくを基本としてやりますと、人

。 、はおのずから動くと思います 人の欠点をつく

例えば海洋問題で韓国とか中国とかロシアのご

みが日本に来るということを言いますと 「他国、

の」という表現が出てきますので、こういう表

現は絶対してはいけない。日本の我々のごみは

果たしてどこに行っているのか それをまずしっ、

かり説得していくことが、今後の活動として出

てくると思います。

水問題については、杉尾先生が専門ですが、

飲み水についての病気、いわゆる医療費が国家

予算の３分の１という時代が来ているわけです

、 。から 飲み水の問題は深刻であろうと思います

去年、おととし、宮崎市の浄化槽に国交省の久

保所長以下30何人で行ったんですが、見たら飲

める水ではないです。技術的には飲めますよと

いう基準の水はできるかもしれん。入ってくる

水を見たら飲める水じゃないんで、皆さんも実

際見てみるとわかりますけど、それを幾ら浄化

しても、やはり根本的には何かが狂っているの

ではないか。河川の浄化というんですが、畜産

だけじゃなくて、そればかり言いますと、敵に

。 、塩をやるようなやり方もいいのかなと 畜産は

ＪＡを軸として県の方の関連から説得していく

必要があるかと思いますので、よろしくお願い

します。

時間の関係がありますから簡潔○濵砂委員長

に進めたいと思いますので、御協力をお願いい

たします。

先ほど河川浄化をダムも含○中武教育部会長

めてやるべきじゃないかという御意見がありま

した。確かにそのとおりです。ダムで水が停滞

したことによって水質が悪化するということは

あると思うんです。ただ、入ってくる前にカッ

トするというのが一番経済的でわかりやすいん

です。効果的だと思うんです。河川課に河川浄

化をやりなさいと言っても無理なんです。河川

課は入ってきた後からその対策を立てるという

ところで、とても無理なんです。御存じのよう

に縦割り行政でありまして、河川課は河川域以

外に手は出せないわけです。河川に入ってくる

前にカットするということになりますと、先ほ

どから出ていますが、ＪＡさんあたりとも十分

に協議しながら進めていかないと、実質的な効

果は上がらないんじゃないかと思います。

先ほど、広報部会長さんが行政○濵砂委員長

に対する要望の中で手を挙げていらっしゃいま

したので、どうぞ発言してください。

行政に対する要望ですが、○小薗広報部会長

最近、飲酒運転の取り締まりが非常に厳しいわ

けですが、行政の方でいろんな制度といいます

か条例をつくってもらって、行政が旗振り、我

々が実行するという形が一番いいんじゃないか

と思っております。

もう一つは、今、辻の堂川の護岸工事をやっ

てもらっているんですが、どこか１カ所でもい

いから川本来の姿を残す護岸工事をやってほし

い。と申しますのは、川というのは、恐らく瀬

があり淵があり、そういう条件があるわけです

が、そういう形の河川をどこか１カ所ぐらいは

。 、欲しい そうしますと川に親しみが出てくるし
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川を汚したらいけないという認識が高まるん

じゃないかと思いますので、できましたらその

辺を検討していただきたいというお願いでござ

います。

小規模の畜産をかばうわけじゃな○坂口委員

いんですけれども、限りなく不可能に近いこと

を求められていると思うんです。というのが、

法律で、牛で10頭以上、豚が30頭以上が義務づ

けられて、それでなければ建前上はやれないこ

。 、とになっている それ以下の小さな零細農家は

農家林家といって山と農業、しかも農業は複合

経営でいろんなものを組み合わせながらようや

く生計を立てているのが実態なんです。これら

がかなりな比重を占めているのも実際なんです

けど、これを集約しようたって、山の中で分散

しているから理屈的に不可能というのと、受益

者負担の原則で受益者負担金を出したら、これ

らはことごとくなくなってしまう。なくなった

らどうなるかというと、さっき言われましたよ

うに、かろうじて山を守り田畑を守っているん

です。水田というのは、畦畔が20センチあった

ときは、洪水時に蓄える水が１ヘクタール当た

り2,000トンです。それとプラマイをやったとき

は、山や中山間地の田畑を守ってもらう方がメ

リットは大きい思うんです。ここらに対しても

ひとつ理解を示して、それを積極的にＰＲされ

ること。富栄養化の進捗度とか塩基類の流入量

とか、これは判断するのに客観的な根拠になる

から大切な数値ですけれども、それと同時にそ

ういう部分も理解してあげてほしい。

、 、そのために何を目的とするかというと 本来

河川が持っていた潜在能力の発揮だと思うんで

す。水質を浄化してそのまま飲めるような水に

したり あるいは景観なり生態系を回復していっ、

て、そこに人が入り込んでくる。入り込むとい

うことは、その周辺市町村にとれば、仮想の市

場（マーケット）ができるわけですから、人が

そこに来れば経済的にもマーケットとして成立

し得る。そこで、自分自身がその川の持ってい

る能力を享受できる、そこで楽しむことができ

るということですから、このことをこう改善し

ていったら 私たちの生活活動で阻害してしまっ、

た、欠落させてしまった、河川が本来持ってい

る能力を発揮できます。発揮できたときは、大

淀川の水は、例えば消毒をこれぐらい節約して

でも飲用できるんですよ、においもなくなりま

すよとか、体への負荷もこれだけ軽減されます

よとか、これだけの水生生物が出てきて、アユ

なり何なりはこれだけの経済効果を発揮します

し、お金にならないものだって、子供たちの遊

。び場としてもこんな生きた勉強ができますよと

この条件が回復できれば、河川のこういった潜

在能力が発揮できる。そういった河川が発揮す

、る能力に享受できるのはだれかといったときに

じゃ、山の人たちに１戸１戸浄化設備を設置し

。 、てもらおうじゃないか 牛を３頭持っていても

豚を10頭飼っていても、そこで田畑を守っても

らうことの方がむしろ大きいじゃないか。それ

をだれが負担してあげるかというところまでい

かないと、おまえさんところに原因があるから

これを何とかしろと言ったって、これは堂々め

ぐりだと思うんです。ぜひそこらまで踏み込ん

でいただきたい。これは批判とかそんなのじゃ

ないんですけれども、だれかがその切り口を開

いていただかないと。それにはやっぱりこのＮ

ＰＯかなという気がするものですから、あえて

言いづらいことを申し上げたんですけれども。

、○杉尾代表理事 少し誤解があるようですので

お話しさせていただきたいと思うんですが、確

かに河川には自然の浄化能力というのがござい
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ます。だけど、河川がなぜこういうふうに傷め

つけられるようになったかという過去のいきさ

つを少し考えていただきたいと思うんです。私

どもが小さいころは１人当たりの生活水の使用

量というのは１日に150リッターぐらいでした。

昭和30年代、40年代になってこれが300リッタ

ー、400リッターになっている。現在は500リッ

ターになろうかという時代になっています。昭

和30年代に人口の都市への集中化というのが行

われてきたんです。私たちの身の周りを考えて

みても、田畑が時々あるという町だったところ

が、既に都市化されて非常に人口密度が高い状

況になっている そこで洗濯機を使うようになっ。

て洗剤が出てきて多量の水と一緒に流すように

なって、河川の汚濁負荷が深刻になったのが昭

和45年からこの方なんです。これでおわかりい

ただけるように、人間活動が活発になって人口

密度が高くなり、集中して水域に負荷がかかっ

てくると、河川は対応できないんです。先ほど

教育部会の方からまとまった資料をお示ししま

したように、集中して水域に汚濁負荷が出てく

、 。ると 河川の浄化能力をはるかに超えてきます

それを河川の浄化能力に期待するというのは無

理だろうと思っています。

これから先は持論なんですが、都城の窒素の

問題というのは、窒素の循環がどうなっている

かという世界的な循環系図を考えてみていただ

きたいと思うんです。あれだけの頭数を飼育し

ているということは、非常にたくさんのえさを

世界から集めて都城盆地に持ってきているわけ

です。この窒素を循環させないと、都城盆地の

中で窒素を処理しようとしても、私は無理だと

思っています。例えば、皆さん方が御尽力いた

だいて、中国が木材を買うような形になってい

ますね。中国に行くときに貴重な堆肥を中国に

売る、世界に売る。ここにあるからごみになっ

ている、厄介物になっているわけでして、世界

には窒素を欲しがっている国がたくさんあるわ

けです。そこに売れるはずなんです。売るとい

う話になると、集約のときにネックがあると言

われましたが、集約のときに買えるんです。堆

肥が売れるんですから 買えるんです そういっ、 。

た仕組みをつくることが行政の務めなんじゃな

いかと思っているんです。それを住民に対して

いろいろと情報発信して、こうした方がいいで

す、ああした方がいいですよという役割が私た

ちＮＰＯの務めなんじゃないかと思っているわ

けです。その意味では、私たちは提言はできま

す。提言はできるけれども、それで宮崎県の産

業がつぶれるような提言をしようとは思ってい

ません。その意味で、私どもの能力の不足とい

うものがあるだろうとは思っています。

それから、ちょっと時間が長くなりますが、

もう一つ言わせていただくと、実は河川法が平

成９年に改正されて、治水、利水と環境保全の

整備というものが国の事業としては入っていま

す。国の機関についても既に河川環境課という

ものができています。それを我が宮崎県に対比

したときに、河川課の中に河川環境の担当の係

がありますかというと、私はないというふうに

考えています。確かに治水事業や利水事業をや

るときに、法の手続に基づいて、河川環境の保

全というものは一つの目的として立派に踏まえ

て事業はやっておられますが、河川環境担当の

課というものが宮崎県にはないという話になる

、 、 。と 今 河川環境についてはまた裂き状態です

土木部の河川課と環境森林部の環境管理課、そ

ういったところがまた裂き状態で河川環境を担

当しておられる。主管の課がないという状況に

なっているのではないかというふうに考えてい
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ます。私どもも頑張りますが、もっと主導的に

行政としてやるべきことを宮崎県はまだやって

いないんじゃないかと考えています。

同じことを言っているんじゃない○坂口委員

かと思うんです。河川の潜在能力と言いました

けど、潜在能力は本来浄化能力を持っていた。

これを低下させたのは、河川の整備方法でコン

クリート張りとかいろいろあるけれども、浄化

能力以上のもの、限界を超えたものが出されて

いる。だから、これをどう排除して浄化能力の

範囲内で河川を立派に保つかということ。

それからダムの話が出ましたけど、義務放水

量が一番肝心なときに足りない、水がれのとき

に。100ミリ降った雨で200ミリの義務づけをし

ますと、この時期は預貯金分を出してくれ、あ

なたは河川を活用して経営が成り立っている

じゃないかと。そういった意味で、河川が潜在

、的に持っている浄化能力をもとに戻すためには

どういった要素をどう整理していけばいいかと

いうことで、それは先生と僕は同じことを言っ

てたんじゃないかと思う。全部を河川に整理さ

せろというんじゃないんです。持っている能力

。を高めるにはどうすればいいかというのが一つ

それから都城の硝酸塩の話だったですけれど

も、これは早くから東ドイツの硝酸塩の塩害を

学んでいて、深刻に県も僕たちもとらえている

んです。理想は、余分なものを排出したところ

に持っていって、そこの環境を保つ循環型が一

番いいんですけれども、否応なしに産地化、競

争の時代ですよね。そうすると畜産が得意なと

ころ、穀物の生産が得意なところ、得意なもの

がそこに集約されてしまう。これは決していい

ことじゃないと思うんですけれども、そうなっ

ていく。そこで排出した余分な窒素分なりを、

搬出してきたトウモロコシなり麦なりの輸出先

にどう戻していくかとなったときに、堆肥化し

たって、コストが15キロ当たり700円ぐらいかか

るんです。輸送を300円かけて。向こうでは150

円の価値しかないんです。これをだれがカバー

してあげるのか、これはみんなで知恵を出して

いかなきゃいけないと思います。その知恵を出

すためのみんなが集中するところに、河川の潜

在能力のこの部分がこれだけ回復できたらこん

なに楽しい川になりますよというようなわかり

やすいテーマを決めていただいて、それにはみ

んながこういう作業を分担しながらまずやって

みようじゃないかと。だから、今先生が言われ

たのは私と全く同じだと思うんです。

それから平成９年の改正河川法なんですけれ

ども、治水、利水、環境の３つの面から、今の

工法はかなり多自然型の工法で、それこそ小林

あたりでは天然石を使った連結工法なんていう

のも、早速ことしあたりからモデル的に入れて

いて、これは全国で今後注目してくる工法にな

ると思うんです。それからコーポラス型のコン

クリート製品を使った河川とか。職員の数のぐ

あいで専門的に環境管理というのがないですけ

ど、それは工務方でしっかりそのことを頭に置

きながら的確な対応を今後していくんじゃない

かという気はします。人間がいれば一番いいん

でしょうけれども、そこらも内部では結構努力

されているということをお話をしておきます。

いい時代が来たなとい○池辺イベント部会長

うふうに思っております。というのは、20年前

は、恐らくこういった環境活動をやっていると

変わり者 のレッテルを張られたのかなと思っ「 」

ておりますが 今の時代は 私たちも大腕を振っ、 、

て活動できるいい時代だなというふうに考えて

おります。

私ども、大淀川流域ネットワークというのを
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立ち上げたときに、名前をどうするかというこ

。「 」とを一生懸命考えました 大淀川ネットワーク

じゃなくて「大淀川流域ネットワーク」とつけ

た意味は、支川も入るし、その支川を網羅して

いる土地も山も入るということで、大淀川流域

という名前をつけたんです。そういった意味で

は、今おっしゃられた全体のことを考えて活動

しているところであります。

一番根本となる山の問題ですけれども、水源

涵養林が杉林である状況もありますので、そう

いったところも先生方、ぜひ見ていただきたい

。 。と思います 水源涵養林というのはあるんです

しかし、それが保水力が余りない杉林であると

いうことがありますので、そういったところも

ぜひ御一考ください。

それから子供の教育をしっかりやっていかな

いといけないということをつくづく私どもも考

えておりますので、一生懸命その辺は頑張って

いきたいと思っております。

この問題は本当に奥が深くて、ど○中野委員

こが落としどころか難しい問題ですけど、大淀

川に限ってみれば、川下、川上の問題。

宮崎市だけが配ってくれないとかいう話があ

りましたけど、宮崎市と皆さんとの関係、委託

事業とかそういうのは何かあるんですか。

、○杉尾代表理事 12ページの絵の一番上の左側

「大淀「川」のワークショップ」の下の方を見

ていただくと「宮崎市市民活動補助」というの

が画面に映っているのがおわかりいただけるん

じゃないかと思うんですが、少し補助をいただ

いています。そういう意味では宮崎市から補助

金をいただいてやらせていただいております。

広報誌についてもっと詳しく説明させていた

だきますと、宮崎市の市長の方にはお願いに参

りました 「非常にいいことだ」ということで賛。

同いただいたんですが、宮崎市の住民全員に配

るだけの部数はとても私ども印刷できませんの

で 「町内会の回覧板の資料の中に入れさせてい、

ただけないか」というふうにお願いをしました

ら 「それは自治連合会の方に頼まないといけな、

いので、連合会の方にお願いに行きなさい」と

いう指示をしていただきました。連合会の方に

お願いに行きましたら 「そういう資料の配布の、

依頼というのは非常に多い。趣旨は連合会とし

て同じなので配布したいんだけれども、大淀川

流域ネットワーク一つにいいよというふうに

言ったらほかのところに示しがつかないので、

とてもではないけれども配布できません」と、

連合会の方からお受けできないというお話をい

ただきました。宮崎市の動向を上流の都城市、

小林市はきちっと見ておりまして 「宮崎市の方、

で配布できないという話だと、うちも配布しま

せん」という話が出てきた。きょうは所用で来

ておりませんけれども、副会長がもと都城の人

間でございまして、連合会の方に非常にコミッ

トしておりますので、連合会の方に副会長の方

からお願いをしまして、連合会の方に引き受け

ていただいたということで、都城市の方はそう

いったことで配布していただいているという状

況です。そういったことで痛しかゆしの部分が

ございますけれども、ぜひ先生方の御尽力で一

声かけていただけると非常にありがたいと思っ

ております。

いろいろ意見が出たわけでありま○押川委員

すけれども、実は昨年から河川課が、パートナ

ーシップということで河川の草払い等を実施し

ていただいておるんです。私、西都ですけれど

も、我々も２年、パートナーシップで河川の堤

防等をきれいにしているんですが、以前は空き

缶からペットボトル いろんなごみが捨ててあっ、
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たんです。きれいにすることによってそういっ

たごみがなくなるし、集落ごとにそういう事業

に取り組むものですから、みんながそういう意

識になってくるんです。先ほどからいろいろ出

ていますけれども、汚れの原因はごみをみんな

が捨てるということにあると思うんです。これ

は大淀川に限らずどこの河川でもそうでしょう

から、先生方が大淀川流域ネットワークの活動

をされることをもっと県民が広く知ることが一

番でしょうから、そのことをどういう方法で知

らせていくかということが大事だろうと思うん

です。河川課もそういうことをやっております

ので、そういうパートナーシップにのっとった

中での先生方の活動というものを、行政も知ら

しめていくことも大事だなというふうに感じま

す。

畜産においては、先ほどから出ていますよう

に経済連のことまで含んでおりますし、私も農

業をしておりましたから、そういった問題につ

いては十分理解をしておりますけれども、町場

ではにおいとかいろんな公害でできない。宮崎

においても地方の方に追いやられてきていると

いうのが現状です。これはＪＡや市町村行政が

一緒になってその処理をどうするかということ

を考えなければならない。今後は、集落営農あ

るいは法人化等で農業の形態も相当変わってく

ると思いますから、そういった問題は徐々にで

はありますけれども解決されると思います。ま

ずは、我々が川をきれいにする、汚さない運動

をどう手がけていくかということが大事ではな

いかと思いますから、我々もそういうことを地

元に帰って啓発活動をしていくことが大事かな

と思いました。ぜひ頑張っていただくことが、

子供たちのいろんなイベントにもつながるし、

今後、退職をされた元気な団塊の世代の皆さん

方にそういったものに携わっていただいて、で

きるだけ川で子供たちが遊べるような、あるい

は親子が遊ぶようなイベント等をさらに組んで

いただければいいのかなということを感じまし

たので、ひとつそういうことで頑張ってほしい

と思います。

実は、家畜排せつ物法の関係○太田副委員長

を聞きたいなと思ったら、坂口委員の方が見事

に説明されましたので、わかりました。その辺

の関係もあるなと思ったところです。

一つだけ簡潔に、おもしろいなと思って聞か

せていただきました。調査部会長の方からあり

ました、ハワイにペットボトルが行っていると

いうごみの問題。川を見たときに、川に物を捨

てちゃいかん。これは故意に捨てちゃもちろん

いかんわけですが。善意で一生懸命ごみを集め

ておるところに、カラスが飛んできて突ついて

それが道に散乱をして、それが風で飛んでいっ

ているというのを感じるんですよね。特に台風

のときには、プラスチックの屋根のごみなんか

が自分の家に飛んきたりするし、逆に自分のと

ころに置いてあったペットボトルがなくなって

たら 「あら、いかんかったな。もう少しぴちっ、

と管理しちょかにゃいかんかったな」と思った

りするときに、そういったものが道ばたに風で

飛んできてからからと動いているのをだれもと

らなかったら、最終的には川に行ったり、溝に

流れて海に行くということだって十分あると思

うんですね。人を敵に回したらいけませんよと

いうような意味のことを言われまして、確かに

そうだなと思います。だから、私たちの社会の

中で、ごみを拾うということ、川でごみを拾う

だけじゃなくて、日常の中でぽんと拾ってあげ

るということも、大淀川流域ネットワークの思

想みたいなものに入れると、川も海もきれいに
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なるんじゃないかと思います。意外と盲点で、

教えられたなという気もいたしました。

厳しい資金の中で、皆さん大変だ○新見委員

と思うんですが、一番新しい「大淀川子ども教

室」を見ると、国の「子どもの居場所づくり」

何とか事業だったと思うんですが、これは３カ

年事業で今年度が最終年度だったと思います。

今後もこういった活動を継続するためには、常

にそういった新しい事業、要するにお金が出る

事業を取捨選択しながら活動されていくと思う

んですが、そういった情報はどういった形で収

集されているのか。行政とのいろんな連携も非

常に大事になってくると思うんですが、そこ辺

の状況を教えていただけますか。

インターネットで「補助金」○杉尾代表理事

「河川環境」というキーワードを入れますと見

事に出てまいりますので、そういったものを取

捨しながらやらせていただいております。

今、御指摘いただいた「子どもの居場所づく

り」というのは、文部科学省の事業で、今年度

までという話になっていますが、動きとしては

放課後教室事業とかいう形で引き続き新しい事

、業が展開されるというふうに聞いていますので

その中に週１回やれるようなプログラムはない

かということで、また検索をしていきたいと考

えているところです。

予定の時間がちょうどいい時間○濵砂委員長

になりましたので、ここら辺で閉めたいと思い

ますが、よろしいですか。

それでは、ないようでありますから、ここで

意見交換会を終わらせていただきたいと存じま

す。

一言お礼のごあいさつを申し上げます。

杉尾代表理事を初め大淀川流域ネットワーク

の皆様におかれましては、大変お忙しい中に私

どもの調査のために出席をいただきまして、ま

ことにありがとうございます。

本日いただきました御説明、御意見につきま

しては、今後の私どもの委員会活動の中に十分

反映していきたいと存じております。また、こ

れを機会に、今後ともいろいろと御意見をお聞

かせいただければ幸いだと思います。

最後に、御出席の皆様方のますますの御活躍

を御祈念申し上げまして、簡単ではございます

けれども、お礼のごあいさつにさせていただき

ます。

本日はまことにありがとうございました （拍。

手）

こちらからもごあいさつさせ○杉尾代表理事

ていただきます。

私どもの大淀川流域ネットワークをこうやっ

てお呼びいただいて、本当にありがとうござい

ました。

きょうは、忌憚のない意見を述べさせていた

、 、だく場だろうと思いまして 個人意見も含めて

団体の意見もあわせながらいろいろと意見を述

べさせていただきました。

思いは、とにかく、ふるさとの川・大淀川を

いかにきれいにして次世代につないでいくかと

いうところで一致しております。今後ともいろ

いろと活動させていただきたいと思っておりま

すので、御協力いただきたいと思います。

。（ ）本日はどうもありがとうございました 拍手

暫時休憩いたします。○濵砂委員長

午前11時44分休憩

午前11時49分再開

休憩前に引き続き会議を開きま○濵砂委員長

す。

確認事項であります。今月の30、31日、11月
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１日まででありますが、特別委員会の県外調査

になっておりますので、御確認方お願いをいた

します。

それから、11月８日であります。県外調査後

になりますけれども、九州電力をこちらに来て

、いただきまして委員会ということになりますが

県内全域の河川等々調査をしてまいりましたの

で、それぞれ自分のところのものも含めて御意

見をまとめておっていただきたいと思います。

といいますのが、時間が２時間ぐらいになろう

かと思いますから、有効に使いたいと思います

ので、よろしくお願いを申し上げます。

私の方から以上でありますが、ほかにござい

ませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

なければ、終了いたします。○濵砂委員長

午前11時50分閉会


